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研究成果の概要（和文）：本研究は、2020年度から本格実施となる「グローバル化に対応した小学校外国語（英
語）教育のあり方」として、小学校教育の特質を活かし、CLIL（Content and Language Integrated Learning＝
教科学習と英語の語学学習を統合した）を活用して、各々の専門分野と国際的な視野で言語や文化の教育を指導
することができる小学校教員の英語指導力を育成するプログラムを開発し、その効果を検証した。また、初等教
育課程の学生達の専門を活かし、教科横断的指導の授業づくりをアクティブラーニングで行ったことで「高度な
実践力を有する教員養成」の在り方についても実証することができた。

研究成果の概要（英文）：From fiscal 2020,“elementary school foreign language (English) education in
 response to globalization” was fully implemented in Japanese schools.
In preparation for this change in education, this research investigated the features of elementary 
school education and co-opted CLIL  (Content and Language Integrated Learning)  in order to assist 
elementary school teachers to develop their specialties and adopt international perspectives when 
teaching. We developed programs to enhance the English teaching abilities of elementary school 
teachers through interweaving language and culture education, and verified the effects. In addition,
 while taking into account the various fields of study the trainees-teachers in elementary school 
education curriculum, we could demonstrate effective active learning modes and methods for “
training teachers with high practical skills” to create classes lessons for cross-curricular 
instruction.

研究分野：英語教育

キーワード： CLIL　小学校外国語教育　次期学習指導要領　指導力育成　グローバル化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
文部科学省の「グローバル化時代の英語教育改革」を踏まえて、本研究では、(1)外国語（英語）はグローバル
化時代のコミュニケーションの手段であることの認識、(2)小学校教員の専門分野と国際的な視野における言語
や文化の指導、(3)小学校教員志望の学生に対しても「専門性を活かした英語教育指導」「教員養成大学におけ
るグローバル化の在り方」としてのモデルを示す等、「外国語（英語）教育のカリキュラム開発」として提示す
ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

CLIL（Content and Language Integrated Learning）は 1990年代に EUの言語政策の中で広まり、

最近では世界中で注目されている外国語教育の指導法の一つである（Coyle, Hood & Marsh 2010）。

この指導法は「内容言語統合型学習」と呼ばれ、非母語で教科の授業を行なうことにより、「教

科内容知識」「語学力」「思考力」「コミュニケーション力」「異文化理解力」を統合して育成する

アプローチであると言われている。なお、本研究では非母語＝英語、ただし、オーストラリアで

は日本語とする。 

「グローバル化時代の英語教育改革」では、英語コミュニケーション能力、及び、指導力の向

上が求められている。小学校においては、高学年での英語教育の教科化に伴う指導内容の高度化、

中学年での英語教育（活動型）の開始に伴い、中学年の学級担任も外国語活動の指導を行なう必

要が生じる。そのため指導体制の大幅な強化が不可欠とされており、現職教員の研修や、高度な

英語力と指導法を身に着けた教員の養成が喫緊の課題となっている（文部科学省 2013）。一方、

新学習指導要領では「指導内容や活動については、児童の興味・関心にあったものとし、国語科、

音楽科、図画工作などの他教科等で児童が学習したことを活用するなどの工夫により、指導効果

を高めるようにすること」と言及されており（文部科学省 2008）、他教科と連携した指導が効果

的であることが示唆されている。しかしながら、現在、公立小学校では他教科を英語で指導して

いることも、英語教育のカリキュラムに CLIL を取り入れた実践を行っているところも少ない。 

韓国・中国では、英語が「教科」として小学校 3年生から導入されており、環境問題や音楽、

家庭科等の内容に連携した教科書や授業内容等、日本の小学校に示唆できること（高橋・柳 2012、

2013、2014、2015）、また、「シンガポール日本人学校」では、イマージョンプログラムとして、

体育や音楽、図画工作等の授業を英語話者が指導していることから、他教科に連携した英語教育

の効果として、①児童が英語に触れる機会が増えること、②教科としての「内容理解」と英語コ

ミュニケーション能力を育成するための「英語学習」の相乗効果があることが認識できること

（高橋・柳 2010）等を挙げた。しかしながら、全教科を学級担任が指導している日本の公立小

学校教員の特質を活かした指導として、他教科と連携した内容についての実践的な研究、とりわ

け、初等教育教員養成としての指導内容に関するプログラムの構築はなされていない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、海外教育実習、及び、CLILを活用して、各々の専門分野と国際的な視野で

言語や文化の教育を指導することができる小学校教員の英語指導力を育成するプログラムを開

発し、その効果を検証することである。本研究において小学校英語の指導力育成のプログラムを

開発することは、文科省の「グローバル化時代の英語教育改革」の目的である「小学校の英語教

育の指導力向上」となる。更に、小学校教員志望の大学生への「専門分野を活かした英語教育指

導」及び「教員養成大学におけるグローバル化のあり方」の一つのモデルを示すことができるこ

とである。 

愛知教育大学特別運営費交付金特別経費プロジェクト「小学校外国語活動を前提とした小・

中・高での英語関連科目の連携を進める英語教員養成カリキュラムの開発と授業実践力を高め

るための教育改革」（2010～2013年度）の中で、2012年度からライアンを中心に、大学と海外の

学校現場の連携による「海外教育実習」を実施してきた。また、この研究を踏襲したプロジェク

トである「グローバル化に対応した教員養成－海外教育実習プログラム」研究（ライアン・高橋・

ロビンズ他：2012年度～2015年度）と、「グローバル人材育成を主軸とした教員養成等プログラ

ムの開発」（ライアン・高橋・ロビンズ他：2014～2015年度）でも、同様の「海外教育実習」を



実施してきた。これらの成果として、学生たちがグローバルな視点が持てたことや英語コミュニ

ケーション能力と指導力の向上が顕著に表れたことを明らかにした（高橋・ライアン他 2014）。

しかしながら、これまでの研究対象は中高の英語教員免許取得予定者であった。以上のことから、

グローバル化に対応した小学校英語教育の指導力育成として、小学校教育の特質を活かし、CLIL

を活用して、各々の専門分野と国際的な視野で言語や文化の教育を指導することができる小学

校教員の英語指導力を育成するプログラムを開発し、その効果を検証することが必要であると

し、研究を行なうこととした。そして、大学教育研究重点配分経費「小学校英語教育における教

員の専門知識を CLIL に活用する」パイロットスタディ（ライアン代表 2015 年度）の成果を基

にして、英語専攻のみならず他教科専攻の初等教育課程の学生を対象に、各々の専門分野とグロ

ーバルな視点から小学校英語の指導力を育成する教員養成プログラムを構築する研究を行ない、

グローバル化に対応した小学校英語教育の指導力育成として、小学校教育の特質を活かし、CLIL

を活用して、各々の専門分野と国際的な視野で言語や文化の教育を指導することができる小学

校教員の英語指導力を育成するプログラムを開発し、その効果を検証することが必要であると

し、本研究を行なうこととした。 

 

３．研究の方法 

本研究の特色は、グローバル化に対応した小学校英語教育のあり方として、CLILを活用し、

英語教育専攻以外の他教科専攻の学生にも、英語コミュニケーション能力の向上や英語指導力

の育成ができるプログラムを開発することである。図１は具体的な研究方法を示した図である。

グローバル化時代の小学校英語教育教員養成プログラムとして、以下の３つの方法で行なった。 

(1)CLILの活用 

CLILを活用した教員養成プログラムのために、英語以外の教科教育担当の研究分担者及び協

力者と、英語科教育担当、及び、ネイティブの研究代表・分担者が連携して、日本の小学校英語

教育において CLIL を導入した効果的な指導について検討した。はじめに、CLIL に対する研究

や、他教科の知識、及び、英語で指導すること等における文献研究、及び、各教科の専門家と英

語教師との面談等による情報収集、及び、CLILの専門家との面談や講演等を拝聴して情報収集

を行なった。また、CLILを実践しているヨーロッパ諸国やオーストラリア、UAE、香港、シン

ガポール等において調査・事例研究を行なった。とりわけ、香港教育大学及び大学附属の小中学

校やオーストラリアの小学校をはじめとする海外及び国内の CLIL を実践している授業を参観

し、他教科の授業をどのように活用すれば「統合」した英語教育として可能となるか、日本の外

国語教育に応用できるか、等について探った。 

(2)海外教育実習 

海外教育実習プログラムを実施することで、英語教育専攻以外の他教科専攻の学生にも、英語

コミュニケーション能力の向上や英語指導力の育成が期待できると考え、また、各々の専門分野

や実践指導力の育成、国際的な視野で言語や文化の教育を指導することができる小学校教員を

育成するために音楽、体育、美術、家庭科の初等教育課程の学生を対象に、オーストラリアの現

地の小中高等学校で教育実習を実施した。 

海外教育実習の事前指導として、学生達に CLILを取り入れた授業やパワーポイント等の教材

作成を行ない、その後、現地で日本語教育や英語教育の ALT として CLIL を取り入れた授業を

行なうための指導を行なった。実習中は、オーストラリアの教育現場において、教育実習風景を

デジタルで記録し、それを実習生と教員がシェア－できる Swivl機器を活用して合評会を行なっ

た。さらに、学生のプレゼンテーションの時に、パワーポイント等を作成し児童や生徒が興味を



持てるような工夫など、ICTを使用した効果的な指導法についての研究も併せて行なった。事後

指導では、CLILの有効性について検討した。なお、海外実習の研究は継続的に毎年行なう予定

であったが、学長の命令によりこの企画は実現できなくなったため、日本での事例研究、附属小

学校との連携した研究、及び、教育実習のみで教育実習を実施し、海外教育実習については、研

究者が参観した授業を学生達が見て学ぶ授業へと代えざるを得なかった。 

(3)指導力育成 

学習指導要領に基づいた小学校外国語活動・外国語教育の目標に加えて、「児童の認知発達」

に焦点を当てた活動を取り入れた活動のあり方と年間カリキュラムの開発についても検討した。

効果的な指導のためには、カリキュラムマネージメントの知見も重要であるため、「CLILを活用

した小学校英語教育の教員養成プログラム」について、カリキュラムデザイン・マネージメント

の視点からも分析し、効果的な小学校外国語教育の指導についての検討を行なった。 

 

図１：具体的な研究方法について 
 

 

４．研究成果 

本研究は、2020 年度から本格実施となる「グローバル化に対応した小学校外国語（英語）教

育のあり方」として、小学校教育の特質を活かし、CLILを活用して、各々の専門分野と国際的

な視野で言語や文化の教育を指導することができる小学校教員の英語指導力を育成するプログ

ラムを開発し、その効果を検証することであった。すなわち、英語専攻以外の初等教育課程の学

生が、彼らの専門分野を活かして、自信を持って小学校で外国語（英語）指導ができるように、

CLILを活用した外国語（英語）教育を提案し、学生の英語コミュニケーション能力と実践指導

力を育成するための授業づくりについて、「効果的な CLIL を活用した小学校英語の授業」を提

案することであった。具体的には、①教員養成大学の学生達が、実際に CLILを活用して指導す

るための指導法について教授し、これを踏まえて彼らが指導するための、②日本の公立小学校で

指導するための「CLILを活用した外国語活動・教育のカリキュラム」を試作した。そして、③



附属名古屋小学校の６年生に CLILを活用した体育授業（２コマ）と、算数授業（１コマ）を実

践し、実証研究を行なった。さらに、これらを踏まえて、④学生が主体で作成した CLIL理科授

業の模擬授業も実施した。 

研究成果としては、CLIL を活用した外国語学習の文献研究や海外・国内調査を踏まえて、教育

実習プログラムの実施、小学校英語の指導力育成のプログラムを開発し、その成果として、Ryan, 

A.G. & Nagamine, T. (2017). ‘A Proposal for a CLIL-oriented Period for Integrated Studies in Elementary 

Schools in Japan’. Studies in Foreign Languages & Literature. Aichi University of Education. pp. 77 - 95.

や、高橋美由紀＆鈴木一成（2018）「ICT を活用したアクティブ・ラーニングによる授業実践の

研究－小学校英語における科目的横断型学習を活用して」『日本教育大学協会研究年報』36．

pp256-266.をはじめとする様々な国内・国際学会での発表や講演などを行なった。また、教員養

成だけでなく、中学校の二種免許更新講習においても、Anthony, R (2017, 2018, 2019)「Using CLIL 

to Improve and Pedagogical skills  (Content theme : Festival) 等が、小学校の教員で英語免許取得を

目指している先生に対しても授業を行なった。そして、本研究成果の一部として、『CLIL in Diverse 

Contexts 次期学習指導要領と CLIL を活用した英語の授業づくり』を出版した。（愛知教育大学

リポジトリに公表 2020/3/31）  

  

https://aue.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_it

em_snippet&index_id=970&pn=1&count=20&order=16& lang=japanese&page_id=13&block_id=21  

  

さらに、研究過程で、学生の主体性を高める教育として、教科横断的指導の具体的な内容の授

業づくりをアクティブラーニングで行なったことにより、この指導法が 「高度な実践力を有す

る教員養成」に対しても効果があることを実証することができた。さらにまた、「CLIL 

investigation」を授業で講義するのみならず、「シンガポール日本人学校」での CLIL とイマージ

ョン教育に対するアドバイスや現職教員研修として「to improve language and pedagogical skills 

（Content theme: Festivals）の内容で講義を行なったり、日本国内だけでなく、オーストラリアメ

ルボルン州の小学校で「オーストラリアにおける CLIL の授業の創造－教育実習指導を通して」

（ライアン：2017）や、ロシア国立カザン大学、及び、ニジニーノヴゴロド言語大学等で、「CLIL

の視点から日本の伝統文化について」（高橋：2016, 2017, 2018, 2019）等、英語で講義を行ない、

本研究の成果の一部として発表することができた。 
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